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Abstract

第VIII因子製剤の純度と治療歴のない血友病A患者におけるインヒビターの
発現
Purity of factor VIII product and incidence of inhibitors in previously untreated patients
with haemophilia A
E. P. Mauser-Bunschoten, J. G. van der Bom, M. Bongers, M. Twijnstra, G. Roosendaal, K. Fischer and

H M. van den Berg

Haemophilia (2001), 7, 364–368
© Blackwell Science Ltd.

これまでのいくつかの研究で，超高純度凝固因子

製剤は血友病患者においてインヒビターを発生させ

るリスクが高いことが示唆されている。そこで我々

は，重症血友病［内因性第VIII因子（FVIII）値が 0.01

U/l未満］で未だ治療歴のない患者（PUPs）59例に

クリオ製剤または中純度製剤を投与し，対照群（22
例）にはモノクローナル抗体で精製した遺伝子組換

え型FVIII（rFVIII）製剤のみを投与し，両群における

インヒビターの発現頻度を比較した。複数回の測定

で 1 Bethesda unit/ml以上の力価を示し，かつ FVIII

値の回復率が低いものを持続的インヒビターと定義

した。結果として，持続的インヒビターの発現率はク

リオ製剤または中純度製剤を投与した患者群で17％

（59例中 10例）であったのに対し，モノクローナル

精製 rFVIII製剤を投与した患者群では 9％（10例中

2例）であった。一過性のインヒビターは，中・低

純度製剤で治療した場合に比べて超高純度製剤で治

療した場合により早期に発現すると考えられた。以

上の結果から，超高純度製剤にはインヒビター発現

の高リスクはないと結論した。
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